
筆の基礎知識 
「弘法筆を選ばず」はことわざの世界だけのこと。 

あの弘法大師ですら数十種類の筆を使い分けていたと言われています。 

 

注 1、筆は軸と毛に分かれ、

軸の部分を筆管、毛の部分を

筆穂と呼びます。 

 

注 2、筆の太さは毛の部分で

なく、軸の外径で表わしま

す。メーカーによって若干の

差異はありますが、 

 6号＝軸径が 8.5mm 

 5号＝10mm 

 4号＝11mm 

 3号＝13mm 

 2号＝14.5mm 

 1号＝15mm です。 

 

注 3、一般的に羊毛と呼ばれ

るものは、服の原料になる綿

羊ではなく、中国上海付近で

飼われている山羊(ヤギ)の

毛です。 

 

注 4、羊毛は柔らかく墨含み

も良く、耐久性にも優れてい

ます。馬毛（天尾）は剛健で

弾力があります。イタチ毛は

先がきき弾力があります。狸

毛は先にいくほど太くなり

強い弾力を帯びます。 

 

注 5、  

 

注 6、筆毛にとって蒸れは大

敵です。特に羊毛筆は墨含み

が良い反面、洗ったあとの渇

きが遅く、夏の気温の高いと

きには蒸れやすくなります。

一度蒸れてしまった毛は腐

り、プツプツと切れてしまい

ます。 

ご購入時に付いている透明

のキャップは筆穂の保護の

為のものです。筆穂が濡れて

いる状態でこのキャップを

つけると、やはり蒸れの原因

になりますのでお止めくだ

さい。 

  

筆の種類 
筆の分け方には以下の３種類が考えられます。 

 

1、筆の太さによる分け方 

皆様おなじみの何号という規格がこれにあたります。思い違いをなさっている方が

多いのですが、何号という規格は太さの規格であって、筆穂（注 1）の長さは関係

ありません。半紙６文字には４号が、条幅２行には３号が多く使われます。（注 2） 

 

2、筆穂の長さによる分け方 

筆軸の外径に対して、筆穂の長さが５倍以上あるものを長鋒（ちょうほう）筆と呼

び、逆に３倍以下のものを短鋒（たんぽう）筆と呼びます。その中間が一般的な中

鋒筆となります。つまり４号筆の場合、軸径が１.１cmなので、穂の長さが５.５cm

以上のものが長鋒筆、３.３cm以下のものが短鋒筆となります。 

 
 

 

3、毛の種類による分け方 

山羊（注 3）などの柔らかな毛だけを用いて作った筆を柔毛（じゅうもう）筆、馬

やイタチなどの硬い毛を用いて作った筆を剛毛（ごうもう）筆と呼びます。また、

柔毛と剛毛を混ぜて作った筆を兼毫（けんごう or けんもう）筆と呼びます。この

他にも、うさぎ、狸、猫、豚、鹿、変わったところではマングース、鶏、藁、竹、

ナイロンなども筆となります。 (注４) 

 

筆毛の先 

ごく一部を除き、筆の原料になるのは１度も切られていない、先のとがった毛だけ

です。つまり洋服の原料になる羊毛は、伸びては切り伸びては切り、１頭の綿羊か

ら何度も毛が取れますが、筆の原毛は１頭のヤギから１度しか取れません。 

「筆穂が長すぎるので、先をはさみで切っちゃった」という方がいらっしゃいまし

たが、これでは刷毛にはなっても、筆としては使えません。 

 

筆の扱い方 

墨を多く含んでいるときは良いのだけど、墨が切れてくると筆が大きく２つ、３つ

に割れてしまう・・・。これは大抵の場合、筆の洗い方が原因です。筆穂を洗う場

合に一番重要なのが軸と毛の境の部分です。(注 5）ここの洗い方が悪いと墨が固ま

ってしまい、筆穂が割れる原因となります。したがって筆を洗うときには、根元の

部分を揉むようにして丁寧に洗います。洗い終わった筆は、タオルなどで水気を取

り(注 6）、日陰に吊るして干します。1 時間くらい吊るした後で、もう一度洗うと

更に良いようです。 

細筆は洗わずに、濡らした反故紙などの上で軽くふき取ります。この方法では若干

墨が残りますが、細筆の命でもある先の効きを残す為にはこの方法が最良です。 

 

プロがお薦めするテクニック 

乾いた筆を使い始めるときには、そのまま墨液に入れてしまわずに、いったん根元

まで水に浸け、固く絞ったあとで墨液に入れます。そうすると洗うときに墨落ちが

よく、墨の固まりも出来にくくなります。 

同じ太さ（4号）で比較した 

上から短鋒筆、中鋒筆、長鋒筆 



墨の基礎知識 
「墨はお年寄りや病人に磨らせると良い」と言われるくらい、 

墨をする時は力を入れず、そろりそろりと磨ることが肝要です。 

 

注 1、油煙は粒子が細かく作

品に光沢が出ます。それに対

し松煙は粒子が粗く、光沢の

無い、光を吸収する黒になり

ます。 

 

注 2、1斗（18㍑）の油から

何匁（もんめ）取れる焚きか

たといった意味で、「菜種油

煙の何匁焚き」という品質の

表現があります。 

 

注 3、長方形の場合、 

１丁型は長さ７～８cm 

３丁型は１１cm 

５丁型は１３cm 

１０丁型は１７cm位です。 

 

注４、中国の墨は製法の違い

から、製造後１００年を経て

も使用できます。 

 

注５、人工膠を使った墨液は

天然膠（固形墨、天然膠を使

った墨液）との相性が悪く、

この二つを混ぜると直後は

良いのですが、時間がたつと

ゼリー状化することがあり

ます。ご注意ください。 

 

墨の製造工程 

採 煙 

↓ 

膠の湯せん 

↓ 

煤と膠の混合 

機械で練り合わせます。 

↓ 

練 り 

職人の手で空気を抜きなが

ら練り合わせます。 

↓ 

型入れ 

木型に入れて成型します 

↓ 

木灰乾燥 

湿気を持たせた灰に入れて 

数カ月かけて乾燥させます。 

↓ 

耳削り 

↓ 

彩 色 

↓ 

箱入れ 

  

原料 

固形墨の原料は、煤（すす）、膠（にかわ）、香料です。 

1、 煤には大きく分けて、油を燃やして採煙する油煙と、松の木を燃やして採煙す

る松煙があります。(注 1)現在多く使われているのは前者の油煙です。使われ

る油は価格の安い順に、石油系、大豆油、菜種油、胡麻油、椿油などがありま

す。また同じ油でも、燃やし方によって粗い煤が大量に取れたり、細かい煤が

少量取れたりする（注 2）為、油煙の品種は多岐にわたります。 

2、 膠は動物性のたんぱく質で、本来水には溶けない煤を包み込み、水の中で分散

させるのが役割です。また、紙の上に置かれた煤を定着させる接着剤としての

役割も持ちます。 

3、 墨に使われる香料には、麝香（じゃこう）、竜脳（りゅうのう）、白檀（びゃく

だん）などがあり、膠の臭い消しと香り付けのために入れられます。 

 

 
 

墨の大きさ 

墨には一般的な長方形のほかに、丸型や八角形など様々な形があるため、墨の大き

さは重さで表記されます。日本の墨の場合には、１５ｇを１丁型と定め、その何倍

かで表わします。つまり、３丁型は４５ｇ、５丁型は７５ｇと言った具合です。（注

3）中国の墨は反対に、５００ｇを基準としてその何分の一かであらわします。１/

２は２５０ｇ、１/４は１２５ｇ、１/８は約６５ｇとなります。 

 

墨の経年変化 

墨に含まれる膠は動物性のたんぱく質なので、年月を経ると力が弱くなっていきま

す。製品になりたての頃は粘りのある墨でも、3 年、5 年経過するとサラサラして

くるのはこのためです。日本の墨の場合、製造から 2年以上経ったものが使い易く

なります。また、大きさにもよりますが、製造から 50 年以上経つと膠の力が完全

に無くなり、墨としての寿命を終えます。（注４） 

 

墨液 

墨液の原料は上記固形墨のものに、品質を長期安定させる為に、防腐剤、塩分（塩

化マグネシウム）などの薬品が加えられます。 

墨液で使われる膠には、固形墨と同じ天然膠と人工膠があります。人工膠とは天然

膠の代用薬品で、これを使うと天然膠以上に安定度が高く、腐りにくくもなります。

（注５） 

固形墨を磨った場合には、濃くなれば粘るというのが常識ですが、墨液の場合には、

濃いのに粘らず伸びがある製品を作ることも可能です。また、固形を磨った墨液は

長くても数日で腐るのに対し、墨液は製品によっては(開封前であれば)１０年の保

存が可能です。そして何よりも磨る手間が要らず、気軽に使える。この３点が墨液

の特長ですが、様々な薬品が入っている為に筆毛への影響も大きく、また墨色の面

でも粒子が均一で深みに欠けるので、どちらが良いともいえません。 

 

墨液の低温対策 

磨った墨や天然膠を使った墨液は低温に弱く、１５℃以下の気温では分散できなか

ったり、粘ったりします。そんな時には 40～50℃のお湯で湯せんをし、温度を上

げてからお使いください。 

 

以前は写真のように油を入れた皿に燈芯を立てて火をともし、

上皿についた煤を集めて墨の原料にしていました。（現在はこ

れを機械化した自動採煙機で採煙しています） 



硯の基礎知識 
「良い墨色をだすために重要なのは、墨ではなく硯だ」という方がいらっしゃるくらい、 

同じ墨を磨っても硯によって墨色は大きく違ってきます。 

 

砥石のかけ方 

硯用の砥石には天然石のも

のと人工石のものがありま

す。いずれも書道用品店で販

売されており、使い易いよう

に４～５cm 角になっていま

す。 

① 硯に水をたらす。 

② 砥石を墨に見立てて、硯

の上で円を描くように

磨っていきます。 

③ しばらくするとドロド

ロになって磨りにくく

なります。 

④ いったん水で流します。

再度①からを繰り返す。

乾かした状態で表面の

テカテカが無くなれば

OK です。 

 

硯面に傷が付いた時の修理

はプロに任せるのが良いで

しょう。ちゃんとした道具が

あれば数分で終わる作業で

すが、間違ったやり方をする

とかえってデコボコになっ

てしまい、墨が磨りにくくな

ってしまいます。傷の深さ、

大きさによりますが、プロに

任せても数千円で直せます。

お買い求めになったお店に

尋ねてみましょう。 

 

 

 硯石の種類 

日本にも玄昌石、雨畑石などの有名な硯石がありますが、価格、品質の面から実用

としてはあまり流通していない為、ここでは中国硯石のみをご紹介いたします。 

 

1、羅紋（らもん）石は江西省で産出され、産出量が多いために安価で、学童用と
しても広く使われています。石色は灰黒色で、薄絹をあわせたような細かな石紋が

特徴です。 

 

2、端溪（たんけい）石は中国を代表する硯石で日本でも有名です。広義には広東
省高要市で採石される硯石を指しますが、一帯には数十の硯坑（硯石を掘るための

洞口）があり、その硯坑ごとに石質が違います。代表的な硯坑には老坑（ろうこう）、

坑仔巌（こうしがん）、麻子坑（ましこう）、宋坑（そうこう）などがあります。中

でも老坑の硯石は硯王と呼ばれ、全ての硯石の中で最上質とされています。端溪石

の石色は総じて紫を基調としており、その中に蕉葉白（しょうようはく）、魚脳凍

（ぎょのうとう）、火捺（かなつ）、黄龍紋（おうりゅうもん）、翡翠条（ひすいじ

ょう）と呼ばれる綺麗な石紋を有します。石質はおおむね柔らかすぎず硬すぎずで、

発墨も良好です。 

老坑、坑仔巌、麻子坑は資源保護の名目で十数年前から採掘が中止され、工場な

どが保有している原石もここ数年で価格が４０倍になるなど急騰しています。 

 

3、歙州（きゅうじゅう）石は安徽省竜尾山で産出される硯石で、石質は非常にき
めが細かく堅密で、仮名や細字用としてもお薦めです。石色は青黒色で、角浪紋（か

くろうもん）、眉子紋（びしもん）、魚子紋（ぎょしもん）、金星、金雲などがでた

ものもあります。 

 

4、新澄泥（しんちょうでい）石は江蘇省の霊巌山に産出する硯石で、石質は粗
く、石色は黄色、赤色、緑色などがあります。超濃墨、超淡墨に向きのよい硯です。 

 

硯の大きさ 

硯の大きさは縦の長さ（インチ）であらわします。（１インチは約２.５ｃｍ） 

長方形の硯の場合、縦対横の比率は３対２になるので、８インチの硯と言うと、 

縦の長さ２０cm、横１３cm位になります。 

 

硯の鋒鋩と墨色 

硯には鋒鋩（ほうぼう）と呼ばれる目に見えないほど細かな凹凸があります。硯石

によって粗細、浅深があり、同じ墨を磨ってもこの違いにより墨色が違ってきます。 

また 1面の硯の中にも粗い部分、細かい部分があり、磨った墨は粒子径が単一でな

く、墨色に深みがでます。 

 

硯の扱い方 

硯の鋒鋩は長い間使っていると墨の膠分がつまり、墨が磨れなくなってきます。（硯

面が乾いた状態で光を当て、全体的にテカテカと光を反射しているのは鋒鋩がつま

っている状態です）この状態で墨を磨ると、なかなか濃くならないばかりか、墨が

溶ける状態になり綺麗な墨色になりません。こうなってしまった硯には、硯専用の

砥石をかけます。砥石のかけ方は左をご覧下さい。 

 

洗硯（せんけん） 

洗硯とは本来硯を洗うことですが、綺麗に洗った硯を水につけると石紋 (石の模様)

が鮮明に見える為、水につけて硯を鑑賞する意味にも使われます。全国で愛好家に

より洗硯会（各人が硯を持ち寄り、互いに鑑賞する会）が開かれています。 

 



紙の基礎知識 
極論を言ってしまえば、良い紙というひとつのものは存在しません。 

書風、制作意図によって紙は変わっていきます。紙選びは作品制作の重要なプロセスです。 

 

書道用紙が出来るまで 

以下は楮紙の場合ですが、 

他の紙も似た製法です。 

 

原木の伐採 

↓ 

原木蒸し 

原木のまま釜に入れ 

２時間くらい蒸します。 

↓ 

皮剥ぎ 

皮をはいで、原料になる 

白皮だけにする 

↓ 

煮 熟 

ソーダ灰などで煮て 

原料を柔らかくする 

↓ 

あく抜き 

川などに沈めてゴミや 

灰汁などを流す 

↓ 

漂 白 

漂白剤を入れた水槽に 

１０時間前後つけて漂白 

↓ 

打 解 

打解機やビーターを 

使って原料を砕く 

↓ 

紙漉き 

トロロアオイなどを 

加えて紙に漉きあげる 

↓ 

湿紙搾り 

重ねた紙を圧搾して 

水分をとる 

↓ 

乾 燥 

熱した鉄板に貼り付け 

乾燥させる。 

↓ 

裁断、仕上げ 

  

産地別 書道用紙の特徴 

日本：機械漉きの半紙、画仙紙はその殆どが日本で製造されていますが、 

手漉の素紙に関しては、価格の高さがネックとなり、全体の流通量の 10％にも 

満たないと思われます。日本で発達した加工紙、料紙に関しても徐々に海外生産 

のものが増えています。 

産地別では、山梨県の西島紙は比較的にじみが多く、鳥取県の因州紙、                

愛媛県の伊予紙はにじみの少ないものが多いようです。他にも福井県の越前紙、 

高知県の土佐紙、島根県の石州紙などが有名です。 

 

台湾：現在は人手不足、人件費の高騰などから、生産拠点を東南アジアに移して

おり、台湾の製法、原料を用いて中国、フィリピン、タイなどで製造しています。

製法の特徴は、胡粉（貝を砕いた白い粉）などの填料を加えることで、紙を白くし

紙の目を詰めているので、表面が滑らかで、書き易いのが特徴です。但し、白い粉

を紙に漉き込んでいるので、若干墨色が良くない面もあります。 

 

中国：各地で紙漉きが行われていますが、代表的なのが紙王とも呼ばれる本画仙

と毛辺、白連などの竹紙です。 

本画仙紙の特徴は原料の処理法にあり、下処理した原料を１年近く風雨に晒すこと

で柔らかく、且つ白くしていきます。薬品を使わず作られた紙は、にじみが多く、

柔らかな、墨色の良くでる画仙になります。 

毛辺、白連は竹を主原料にしており、紙は硬く、にじみの少なさが特徴です。特に

白連は仮名の練習用紙としても使われます。 

 

用紙の保存 

和紙は湿気を特に嫌います。また直射日光も嫌いますので、日陰で湿度の低い場所

での保存がお薦めです。保存さえ良ければ、漉きたての紙よりも数ヶ月、数年経っ

た紙のほうが墨の乗りも良く、墨色も冴えます。 

 

書道用紙の購入に際して 

現在、書道用紙は各地で漉かれているので、同じ地域で漉かれた紙を比較すれば、

価格の高いものほど品質が良いということになりますが、同じ原料を使ったとして

も、日本で漉いたものと、フィリピンで漉いたものとでは価格に大きな差がでます。

つまり価格の高いものほど品質が良いという図式は成り立ちません。 

また、いくら高級な紙であっても、創作の意図に合わなければ意味がありません。

紙で迷ったときには、先生や書道用品店に尋ねるのが早道です。 

 

本画仙紙の品名早分かり 

わかりにくいのが本画仙紙の品名です。例えば、「紅星牌棉料四尺単宣」とはどん

な紙のことでしょう。 

     紅星牌＝工場名、もしくは工場のトレードマークをさします。 

            他に三星牌や汪六吉などがあります。 

     棉 料＝原料である稲藁と青檀樹皮の配合比率を表わしています。 

            他に浄皮、特種浄皮があります。 

     四 尺＝紙のサイズを表わしています。 

            他に五尺、六尺、尺八屏などがあります。 

     単 宣＝紙の厚さ、又は漉き目の種類を表わしています。 

            他に綿連、重単宣、夾宣、二層夾宣、羅紋宣、亀紋宣などがあります。 

前述の「紅星牌棉料四尺単宣」は、紅星牌の工場で作られた紙で、原料配合比率は

棉料、サイズは７０x１３８cmで、厚みは百枚で２．４ｋｇ位のもの、ということ

になります。 

 


